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最新情報は
相模原商工会議所の
ホームページを
ご覧ください。

相模原商工会議所

友だち募集中
「県立相模原公園」【相模原市南区下溝】
（画像提供：指定管理者 神奈川県公園協会・サカタのタネ・サカタのタネGS グループ）

青年部・青工研・女性会
通常総会を開催

産業界の活力で新相模原を創出
会員とともに行動、変革、そして未来へ
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業種団体活性化助成金のご案内� ❹

御社のデジタル化、当所が提案します�❺

サービス業部会
労働生産性向上セミナー開催� ❺

青年部、通常総会を開催� ❻

青工研、通常総会・
45周年記念祝賀会開催� ❻

女性会、通常総会を開催� ❼
都市産業研究会

2030年見据え15の提言� ❼

第20回相模原お店大賞表彰式� ❼
トップインタビュー
歯車のプロフェッショナル
尾崎ギヤー工業㈱　尾崎一朗さん� ❽
わが社のいち押し

大手コンビニが
仕分けロボット採用
ＪＥＴ㈱　遠藤法男さん� ❾

会員PRコーナー� ⓭

〝聴く〟商工会議所会報 FM HOT 839で放送中
【放送日】毎月第 ２ 金曜日 13:30～13:54
【再放送】翌々日の日曜日 7:30～ 7:54　毎月第 ４ 土曜日 21:00～21:24
	 ※�過去放送分はFM HOT ８３９のホームページから聴くことができます。
	 　https://fm839.com/program/p000360

【お問い合わせ】総務課　☎ ０４２-７５３-８１３１

会員の皆さまにお伝えしたい各種行事や催し物、事業経営に直結した身近な情報などをホームページ
にて情報発信しております。緊急性の高い情報の一部はホームページのみの情報提供となる場合があり
ますのでご了承ください。� https://www.sagamihara-cci.or.jp/

相模原商工会議所は、SDGs
（持続可能な開発目標）の
達成に向けて、相模原市と
共に取り組む「さがみはら
SDGsパートナー」として
登録されました。
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《令和６年度 神奈川県 補助金＆当所支援スキームのご案内》� （令和６年４月20日時点の情報となります）

神 奈 川 県
小規模事業者デジタル化支援推進事業費補助金 
〔補助事業の概要〕
人手不足が深刻化する小規模事業者が、デジタル技術の活用により業務効率化を目指す取り組みを支援する制度で、
県内小規模事業者が実施する次の事業が補助対象となります。

補助事業の内容 取組事例 補助率 補助上限額

人手不足の解消や業務効率
化に資するシステム導入等

・�セルフオーダーシステムを導入し、ホール
業務の効率化を図る事業
・�顧客管理システムを導入し、営業業務を効
率化する事業　など

補助対象経費の
３分の２以内 50万円

【申 請 受 付】令和６年６月３日　９時～（予算額に達し次第公募終了）
【申請条件等】神奈川県の公式ホームページ（右記QRコード）をご確認下さい。
【問い合わせ】小規模デジタル補助金班　070-1187-0348、070-1187-0382、070-1187-0435

当所では、上記補助金に対する事前相談等に対応しています
STEP １ STEP 2 STEP 3

デジタル相談
〈事前相談〉

業務プロセスの課題出し
導入するITサービスの助言

などでサポートします

相談シート交付
〈様式1-5〉

STEP1の相談を基に
申請に必要となる

様式1-5を交付します

申請書作成相談
〈個別相談〉
【参加任意】

補助事業計画書への助言
などでサポートをします

当所相談申込
ページへ

サポート内容等、詳細につきましては、当所ホームページ（右記QRコード）よりご確認頂くか、
経営支援課（☎042-753-8135）までご連絡ください。

会員ビジネス交流会に
参加してみませんか？

当所では、会員事業者様を対象としたビジネス交
流会を定期的に開催しています。
「会員相互の交流」「新たなビジネスチャンスの創
出」ぜひ、一度、当所ホームページをご覧ください。

＜年間スケジュール＞
当所会員を対象とするもの

日　程 会　場 受付開始

7 月 5 日㈮ 市立産業会館 HPで受付中

10月 4 日㈮ HKラウンジ橋本 8月中旬

当所および共催機関会員を対象とするもの
日　程 会　場 共催機関

11月 7 日㈭ ユニコムプラザさがみはら
藤沢商工会議所
大和商工会議所
綾瀬市商工会

令和 7年 2月
開催予定 八王子市内 八王子商工会議所

町田商工会議所

詳細・お申し込みは当所ホームページよりご確認ください。
https://www.sagamihara-cci.or.jp/services/kouryu/business

【問い合わせ】 総務課　☎042－753－8131

趣向を凝らした運営で
皆様のご参加をお待ちしております！

自社PRプレゼン

名刺交換タイム

ミニセミナー
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中
小
企
業
研
究
開
発
補
助
金

　

市
内
中
小
企
業
者
な
ど
の
新
製
品
・
新

技
術
開
発
や
新
分
野
進
出
を
支
援
す
る
た

め
、
研
究
開
発
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】

　

令
和
６
年
５
月
31
日
必
着

【
対
象
】

　

市
内
に
事
業
所
を
有
し
、
市
内
の
研
究

開
発
拠
点
で
新
技
術
・
新
製
品
開
発
な
ど

の
研
究
開
発
を
行
う
中
小
企
業
な
ど

【
補
助
率
】

　
研
究
開
発
に
要
す
る
経
費
の
１
／
２
以
内

【
補
助
額
】

①
一
般
型

　

50
万
円
以
上
１
０
０
万
円
以
下

②
産
学
連
携
枠

　

50
万
円
以
上
１
５
０
万
円
以
下

③
行
政
課
題
対
応
枠

　

50
万
円
以
上
１
５
０
万
円
以
下

【
採
択
件
数
】

　

５
件
程
度
を
予
定

【
補
助
対
象
期
間
】

　
令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
15
日

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
補
助
金

　

市
内
に
お
い
て
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
導

入
し
、
生
産
性
の
向
上
を
図
る
事
業
者
を

支
援
す
る
た
め
、
そ
の
導
入
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
取
り
組
み

を
と
お
し
て
、
地
域
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
の
競
争
力
強
化
を
推

進
し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】

　

令
和
６
年
５
月
31
日
必
着

【
対
象
】

　

市
内
の
事
業
所
に
お
い
て
、製
造
、梱
包
、

仕
分
け
な
ど
の
工
程
に
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

を
導
入
し
、
同
工
程
の
生
産
性
向
上
を
図

る
事
業
者

【
補
助
率
】

　

中
小
企
業
者　

２
／
３
以
内

　

大
企
業　
　
　

１
／
２
以
内

【
補
助
額
】

　

１
件
あ
た
り
上
限
５
０
０
万
円

【
採
択
件
数
】

　

３
件
程
度
を
予
定

【
補
助
対
象
期
間
】

　
令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
15
日

　

優
れ
た
新
商
品
や
新
役
務（
サ
ー
ビ
ス
）

の
生
産
・
提
供
に
よ
り
新
た
な
事
業
分
野

の
開
拓
を
図
る
市
内
中
小
企
業
者
を
認
定

し
、
当
該
新
商
品
な
ど
の
販
路
開
拓
を
支

援
し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】

　

令
和
６
年
５
月
31
日
必
着

【
対
象
】

　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
な

ど
の
新
製
品
・
新
役
務（
一
部
対
象
外
あ

り
）

【
支
援
内
容
】

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
へ
の
掲
載
、
カ

タ
ロ
グ
・
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
、
展
示
会
へ

の
出
展
な
ど
の
販
路
開
拓
支
援
の
他
、
一

部
を
市
が
試
験
的
に
購
入
し
、
評
価
し
ま

す
（
認
定
製
品
の
購
入
を
保
証
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

【
認
定
期
間
】

　

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

※�
過
去
の
認
定
製
品
な
ど
は
、
本
制
度

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

相
模
原
市
も
の
づ
く
り
関
連
補
助
金 

申
　
請

受
付
中

相
模
原
市

�

認
定
製
品
募
集

�

ト
ラ
イ
ア
ル
発
注
認
定
制
度

【
申�

し
込
み
】い
ず
れ
の
申
請
も
、
さ
が
み
は
ら
も
の
づ
く
り
企
業
支
援
サ
イ
ト
か
ら
申
請
書
類
一
式
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
相
模
原
市
産
業
支
援
・
雇
用
対
策
課
へ
提
出

【
問
い
合
わ
せ
】

 　

相
模
原
市
産
業
支
援
・
雇
用
対
策
課　

☎
０
４
２
－
７
０
７
－
７
１
５
４

　

当
所
で
は
、
各
種
業
種
団
体
が
組
織
活
性
化

や
資
質
向
上
を
図
る
た
め
に
行
う
事
業
（
講
習

会
・
講
演
会
・
研
究
会
・
視
察
な
ど
）に
対
し
、

経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
支
援
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
助
成
金
は
、
１
団
体
４
万
円
を
限

度
に
10
団
体
ま
で（
申
し
込
み
順
）。

助
成
金
制
度
の
概
要

【
対
象
団
体
】

▽�

中
小
企
業
者
が
市
内
（
旧
相
模
原
市
地
域
）

に
組
織
し
た
事
業
協
同
組
合
で
あ
る
こ
と
。

（
商
店
街
を
除
く
、
当
所
会
員
ま
た
は
組
合

所
属
事
業
所
の
50
％
以
上
が
当
所
会
員
）

▽�

産
業
振
興
を
目
的
に
組
織
し
た
団
体
で
、
そ

の
構
成
員
が
同
一
業
種
を
営
ん
で
い
る
も
の
。

【
対
象
事
業
】

　

講
習
会
、
講
演
会
、
研
究
会
、
視
察
、
販
売

促
進
事
業
等
。

【
対
象
経
費
】

　

講
師
謝
金
、会
場
使
用
料
、資
料
費
、広
報
費
、

関
連
事
務
経
費
（
通
信
費
、
交
通
費
、
印
刷
製

本
費
、
消
耗
品
費
な
ど
）。

※�

対
象
経
費
の
２
分
の
１
が
助
成
の
上
限
と
な

り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　

所
定
の
申
請
書
（
当
所
に
て
用
意
）を
事
業

実
施
15
日
前
ま
で
に
提
出
。最
終
申
込
期
限
は
、

令
和
７
年
３
月
３
日
。

　

制
度
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
し
込
み

時
に
お
渡
し
す
る
、｢

業
種
団
体
活
性
化
支
援

事
業
助
成
金
交
付
要
領｣

に
て
ご
案
内
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

産
業
振
興
課　

業
種
団
体
助
成
金
担
当 

�

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
６

業
種
団
体
活
性
化

助
成
金
の
ご
案
内

組合の皆さま
令和６年度
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当
所
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
／

１
４
０
０
１
内
部
監
査
員
に
必
要
な

知
識
と
ス
キ
ル
を
２
日
間
で
習
得
で

き
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
内
部
監
査
員
養
成
セ
ミ
ナ
ー
概
要

【
開
催
日（
９
０
０
１
）】

　

①
６
月
27
日
・
28
日

　

②
２
月
13
日
・
14
日

【
開
催
日（
１
４
０
０
１
）】

　

①
７
月
11
日
・
12
日

　

②
１
月
30
日
・
31
日

【
会　

場
】

　

市
立
産
業
会
館

【
対
象
者
】

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
内
部
監
査
員（
候
補
）の
方

【
受
講
料
】

　

会　

員　

１
万
８
千
円（
税
込
）

　

非
会
員　

３
万
３
千
円（
税
込
）

※�

詳
細
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

産
業
振
興
課

�

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
６

　

当
所
で
は
、
市
内
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、
Ｄ

Ｘ
）を
積
極
的
に
推
進
し
、
デ
ジ
タ
ル
人

材
の
育
成
支
援
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得
養
成
講
座

を
開
講
し
ま
す
（
相
模
原
市
受
託
事
業
と

し
て
実
施
）。

　

詳
細
は
左
記
の
通
り
で
す
。

開
催
概
要

【
日
時
】�６
月
25
日
、
７
月
９
・
23
日
、　

８
月
６
・
20
日
、
９
月
３
日

�

（
全
６
回
）

　
　
　

18
時
30
分
～
20
時

※
実
施
日
は
、全
て
火
曜
日
と
な
り
ま
す
。

【
場
所
】オ
ン
ラ
イ
ン

※
初
回
の
み
市
立
産
業
会
館
で
実
施
し
ま
す
。

【
対
象
】市
内
企
業

【
定
員
】40
名（
申
込
順
）

【
受
講
料
】無
料

【
申
し
込
み
】

　

当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※�

お
申
し
込
み
は
、
会
社
単

位
で
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

産
業
振
興
課

�

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
６

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト

�

取
得
養
成
講
座

〈
相
模
原
市
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
事
業
〉

Ｉ
Ｓ
Ｏ
内
部
監
査
員

養
成
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

人
材
育
成
事
業

　

当
所
で
は
、「
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
た
い
が
、
何
か

ら
手
を
つ
け
れ
ば
よ
い
か

分
か
ら
な
い
」や「
同
業
種

で
は
、
ど
ん
な
デ
ジ
タ
ル

化
を
取
り
入
れ
て
い
る
の

か
教
え
て
ほ
し
い
」「
自
社

に
合
う
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
提

案
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、

お
困
り
の
企
業
に
対
し
Ｄ

Ｘ
推
進
専
門
家
に
よ
る
デ

ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
派
遣

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

詳
細
は
左
記
の
通
り
で

す
。

【
対
象
企
業
】　

　

市
内
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者

【
期
間
】　

　

令
和
６
年
４
月
～
令
和
７
年
３
月

【
専
門
家
派
遣
時
間
・
回
数
】

　

１
回
２
時
間　

※
上
限
５
回
ま
で

【
派
遣
相
談
料
】

　

当
所
会
員

　
　

無
料（
全
回
数
）

　

当
所
非
会
員（
市
内
企
業
）

　
　

１
万
１
千
円（
税
込
）／
回

【
申
し
込
み
】

　

当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

産
業
振
興
課

�

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
６　

DX推進支援事業

御社のデジタル化について
� 当所から提案します

　

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
（
細
田
明
彦
部
会
長

＝
細
田
明
彦
税
理
士
事
務
所
所
長
）は
３

月
25
日
、
市
立
産
業
会
館
で
「
労
働
生
産

性
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
、
計
40
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
時
間
管
理
の
専
門
家
で
あ

る
石
川
和
男
氏
（〈
⼀
社
〉国
際
キ
ャ
リ
ア

教
育
協
会
理
事
）を
招
き
、「
仕
事
の
効
率

を
劇
的
に
変
え
る
効
果
的
な
時
間
術
」を

テ
ー
マ
に
、
人
材
不
足
や
働
き
方
改
革
に

よ
る
労
働
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
時
間

活
用
術
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
本
日
学
ん
だ
時
間
術

を
実
践
し
会
社
全
体
で
生
産
性
向
上
に
取

り
組
み
た
い
」、「
時
間
の
使
い
方
次
第
で

ま
だ
ま
だ
自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
ら
れ
る

と
感
じ
た
」、「
受
け
取
る
側
の
生
産
性
向

上
に
つ
な
が
る
指
示
の
仕
方
が
と
て
も
参

考
に
な
っ
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

サービス業部会

労働生産性向上
� セミナーを開催

セミナーの様子
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青
年
部
（
東
正
充
会
長
＝
ミ
ド
リ
回
収

サ
ー
ビ
ス
社
長
）は
４
月
25
日
、
市
立
産

業
会
館
で
第
58
回
通
常
総
会
を
開
催
し
、

70
名
（
委
任
状
出
席
含
む
）が
出
席
し
ま

　

青
年
部
（
東
正
充
会
長
＝
ミ
ド
リ
回
収

サ
ー
ビ
ス
社
長
）は
４
月
16
日
、
令
和
５

年
度
に
作
成
し
た
政
策
提
言
書
を
本
村
賢

太
郎
相
模
原
市
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
政
策
提
言
の

テ
ー
マ
は「
相
模
原
を

ス
ポ
ー
ツ
の
街
に
」。

昨
年
、
青
年
部
が
主
管

す
る
「
潤
水
都
市
さ
が

み
は
ら
フ
ェ
ス
タ
」に

お
い
て
、
３
Ｘ
３
バ
ス

青 年 部
第
58
回通常総会を開催
� 東新会長体制スタート

し
た
。

　

当
日
は
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
と
令
和
６
年
度
事
業
計
画
・
周
知

予
算
を
審
議
し
、
す
べ
て
の
議
案
が
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
総
会
懇
親
会
に
は
、

来
賓
と
し
て
高
林
正
樹
環
境
経
済
局
長
、

杉
岡
芳
樹
会
頭
、
関
係
団
体
や
歴
代
会
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

東
新
会
長
は
「
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
『
一
歩
の
勇
気
～
心
ユ
サ
ブ
レ
夢
を
ツ

ラ
ヌ
ケ
～
』。
今
ま
で
の
活
動
か
ら
さ
ら

に
一
歩
踏
み
出
す
べ
く
、
全
国
規
模
の
大

会
誘
致
な
ど
積
極
的
な
活
動
を
行
い
た

い
」と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
世
界
大
会
を
は
じ
め
、

Ｂ
Ｍ
Ｘ
や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
の
ア
ー

バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
大
き
な
反
響

を
得
た
実
績
か
ら
、
今
回
の
提
言
内
容
に

至
り
ま
し
た
。

　

提
言
書
の
手
交
を
受
け
た
本
村
賢
太
郎

相
模
原
市
長
は
「
経
済
効
果
ま
で
細
か
く

分
析
さ
れ
て
お
り
、
実
現
性

の
あ
る
提
案
で
あ
る
。シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
も
寄

与
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も

期
待
で
き
る
取
り
組
み
と
し

て
、
市
と
し
て
も
施
策
を
考

え
て
い
き
た
い
」と
述
べ
ま

し
た
。

　

相
模
原
市
青
年
工
業
経
営
研
究
会
（
沼

澤
剛
志
会
長
＝
シ
グ
マ
工
業
社
長
）は
、

４
月
16
日
、
第
44
回
通
常
総
会
を
市
立
産

業
会
館
で
開
催
し
、
会
員
30
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
23
年
度
の
事
業
報

告
・
収
支
決
算
の
ほ
か
24
年
度
の
事
業
計

画
・
収
支
予
算
（
案
）な
ど
に
つ
い
て
審

議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

沼
澤
会
長
は
24
年
度
統
一
テ
ー
マ
に

「
前
の
め
り
た
れ
！
」を
掲
げ
、「
挑
戦
す

る
事
に
お
い
て
、
人
と
し
て
も
、
経
営
者

と
し
て
も
、
時
に
は
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か

政
策
提
言
書

�

手
交
式
を
実
施

�

～
相
模
原
を
ス
ポ
ー
ツ
の
街
に
～

る
事
が
多
く
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

時
だ
か
ら
こ
そ
、
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、

己
の
未
熟
さ
に
打
ち
勝

ち
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、

仲
間
と
共
に
前
の
め
り
に
挑
戦
し
続
け
る

こ
と
が
当
た
り
前
に
な
る
１
年
に
し
ま

し
ょ
う
」と
述
べ
、
青
工
研
と
会
員
の
さ

ら
な
る
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
45
周
年
記
念
祝
賀
会

で
は
、
杉
岡
会
頭
を
は
じ
め
関
係
団
体
や

多
く
の
青
工
研
О
Ｂ
が
出
席
し
、
盛
大
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

青 工 研

通
常
総
会
・

記
念
祝
賀
会
を
開
催

�

今
年
の
テ
ー
マ
は「
前
の
め
り
た
れ
！
」

通常総会で前のめりで熱く語る沼澤会長

45周年記念祝賀会の様子

本村市長と松下直前会長

総会の様子
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女
性
会
（
青
木
庸
江
会
長
＝
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ
社
長
）は
４
月
24
日
、
中

国
名
菜
敦
煌
で
第
52
回
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
会
員
20
名
（
委
任
状
出
席
含

む
）が
出
席
し
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
、
令
和
６
年
度
役
員
・
委
員
会

設
置
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
の
３
議
案
を
審
議
。
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
木
会
長
は
「
今
年
度
は
全
会
員
一
丸

と
な
り
魅
力
あ
る
事
業
活
動
を
展
開
し
て

い
く
。
会
員
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」と
、
新
年
度
の

事
業
活
動
に
対
す
る
意
気
込
み
を
述
べ
ま

し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
松
下
龍
太
氏
（
Ａ

Ｉ
Ｒ
Ｗ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
社
長
）

に
よ
る
「
空
へ
、
Ｄ
Ｒ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
（
ド
ロ
ー
ン
）

が
創
る
将
来
‼
」と
題

し
た
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
に

つ
い
て
は
、
農
業
や
建

設
業
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
産
業
で
実
用
化

に
向
け
た
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
か
ら
は
「
自
社
で

も
将
来
、
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
で
き
た
ら
業
務
効
率
化

が
図
れ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
席
さ
れ
た
来
賓
と
会
員
の

懇
親
会
を
行
い
、
青
木
体
制
3
期
目
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

	 令和 ６年度女性会役員� （敬称略）

役　職 氏　名 会社名
会　長 青木　庸江 ㈱サポート・スタッフ

副会長
佐々木 美保 社会福祉法人大地の会塩田ホーム
織家　久代 ㈱アトリエヨシノ
長谷川 ゆかり 合資会社プーズネット

理　事

木下　豊子 ポーラエステイン宮下
樋口 ひとみ つぶつぶ料理教室 和み
麦島　真澄 ㈱セレモア
安元 安紀子 ㈲エバージョイ

特別理事
猪熊　幸江 ㈲猪熊寝具店
清水　則子 志美津屋
吉原　洋子 ㈱吉原学園

会　計
伊藤　順子 （公社）日本フラワーデザイナー協会公認校Hana-ismフローラルアートスクール
馬場 由紀子 ㈲ベルボーテ

監　事
郝　　麗娜 ㈲火焔山フードサービス
木下　暉子 ㈲まるやま

通
常
総
会
を
開
催

第52回

松下氏を囲んでの記念撮影

挨拶する青木会長

　

都
市
産
業
研
究
会
（
渡
邊
知
雅
子
会
長

＝
さ
が
み
ピ
ー
ア
ー
ル
社
長
）は
、
新
た

な
提
言
書
「
２
０
３
０
年
の
相
模
原
を
考

え
る
」を
発
行
。
４
月
６
、７
日
に
開
催
さ

れ
た
「
市
民
桜
ま
つ
り
」に
出
展
し
、
来

場
者
へ
の
周
知
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

提
言
書
で
は
、
相
模
原
市
の
観
光
や
教

育
、
都
市
整
備
や
交
通
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
か
ら
15
の
提
言
を
掲
載
。
長
年
の
調

査
、
研
究
に
基
づ
き
発
行
し
て
き
た
数
々

の
提
言
書
を
振
り
返
り
、
現
代
に
合
わ
せ

た
内
容
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
「
第
20
回
相
模
原
お
店
大
賞
表
彰
式
」

が
３
月
29
日
、
通
常
議
員
総
会
内
で
行
わ

　

渡
邊
会
長
は
、

「
相
模
原
を
よ

り
魅
力
的
で
住

み
良
い
都
市
に

し
て
い
く
た
め
、

引
き
続
き
産
業

界
か
ら
の
声
を

発
信
し
て
い
き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　

提
言
書
本
文
は
都
市
産

業
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

れ
、受
賞
店
４
店
舗
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
出
席
し
た
「
花
み
ず
き
（
伊

藤
忠
重
代
表
）
」と「
つ
む
ぐ
指
圧
治
療
室

（
黒
澤
一
弘
代
表
）
」は
、
杉
岡
芳
樹
会
頭

よ
り
、
表
彰
状
と
相
模
原
お
店
大
賞
の
受

賞
店
の
証
で
あ
る
「
楯
」を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

受
賞
店
舗

【
飲
食
部
門
】

　

大　

賞　

一
万
城

　

準
大
賞　

�

Ｓ
ａ
ｇ
ａ
ｍ
ｉ
ｈ
ａ
ｒ
ａ　

欅　

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｅ

【
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
】

　

大　

賞　

花
み
ず
き

　

準
大
賞　

つ
む
ぐ
指
圧
治
療
室

第20回相模原お店大賞表彰式

受賞店４店舗を表彰

表彰を受けた伊藤代表（左）、黒澤代表（右）

都
市
産
業
研
究
会

2030
年
見
据
え
15
の
提
言

桜まつりで提言書をPR

女
性
会
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―
戦
後
間
も
な
く
創
業
し
、
重
工
業
機
械

か
ら
精
密
機
械
ま
で
日
本
製
造
業
の
発
展
を

歯
車
で
支
え
て
き
た
会
社
で
す
。
跡
を
継
ぐ
の

は
当
然
で
し
た
か
？

　
「
生
き
物
が
好
き
で
、
大
学
は
海
洋
学
部
で

魚
を
研
究
し
て
１
９
８
５
年
に
ペ
ッ
ト
卸
問
屋

に
就
職
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
は
家
業
に
と
い

う
自
覚
は
あ
り
ま
し
た
。
89
年
に
入
社
し
て
も

の
づ
く
り
の
奥
深
さ
を
勉
強
し
、
２
０
１
９
年

に
社
長
就
任
し
ま
し
た
。
祖
父
、
父
、
叔
父
と

継
い
で
四
代
目
に
な
り
ま
す
」

　
―
歯
車
は
機
械
の
中
で
は
地
味
な
存
在
で

す
。
ど
ん
な
顧
客
企
業
の
ど
ん
な
機
械
で
使
わ

れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　
「
お
客
様
は
幅
広
く
、
毎
月
50
社
ほ
ど
と
お

仕
事
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
全
体
で
は
５
０
０
社

と
取
引
実
績
が
あ
り
ま
す
。
中
型
か
ら
大
型
の

歯
車
を
得
意
と
し
て
お
り
、
自
動
車
工
場
な
ど

で
使
わ
れ
る
プ
レ
ス
機
や
工
作
機
械
、
重
電
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
造
船
、
建
設
、
医
療
、
半
導
体

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
機
械
に
歯
車
を
提
供

し
て
い
ま
す
」

　
―
自
動
車
の
変
速
機
向
け
の
よ
う
な
大
量

生
産
す
る
歯
車
で
は
な
い
の
で
す
ね
。

　
「
多
品
種
少
量
生
産
の
高
精
度
な
歯
車
で
、

１
個
の
生
産
か
ら
対
応
す
る
よ
う
な
仕
事
で

す
。
直
径
２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
よ
う
な
大
型

の
歯
車
で
も
、
歯
と
歯
が
当
た
る
面
や
回
転
軸

に
固
定
す
る
穴
の
内
径
に
は
１
０
０
分
の
1
ミ

リ
の
精
度
が
必
要
。
歯
車
研
削
な
ら
１
０
０
０

分
の
１
ミ
リ
級
の
超
高
精
度
で
研
磨
仕
上
げ
し

ま
す
。
歯
車
の
精
度
は
完
成
し
た
機
械
の
動
力

伝
達
効
率
や
位
置
決
め
精
度
に
影
響
し
、
歯
車

の
精
度
が
低
け
れ
ば
駆
動
時
の
騒
音
や
、
ひ
ど

け
れ
ば
機
械
の
故
障
に
つ
な
が
り
ま
す
」

　
―
歯
車
の
形
状
は
複
雑
な
数
学
で
決
ま
っ

て
い
て
、
設
計
も
製
作
も
専
門
家
で
な
け
れ
ば

難
し
い
と
聞
き
ま
し
た
。

　
「
お
客
様
は
機
械
全
体
の
設
計
者
で
あ
り
、

歯
車
に
詳
し
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
過
去
の
設

計
デ
ー
タ
か
ら
歯
車
の
部
分
を
コ
ピ
ー
す
る
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
い
た
だ
い
た
図
面
通
り

の
歯
車
を
作
る
だ
け
で
も
い
い
の
で
す
が
、
私

た
ち
は
歯
車
を
含
む
機
構
全
体
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
歯
車
自
体
を
正
確
に
作
っ
て

ス
ト
の
歯
車
を
使
っ
た
お
客
様
が
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
て
戻
っ
て
き
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
故

障
す
る
原
因
が
分
か
ら
な
い
と
相
談
さ
れ
、
う

ち
で
分
析
す
る
と
幾
何
公
差
の
問
題
で
微
妙
に

斜
め
に
回
転
し
て
い
た
り
す
る
。
い
ま
、
当
社

の
歯
車
を
使
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様

は
、
そ
ん
な『
違
い
』を
理
解
い
た
だ
い
て
い

る
お
客
様
で
す
」

　
―
高
品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
は
日
本
の
も
の

づ
く
り
の
強
み
で
す
。
幾
何
公
差
の
ノ
ウ
ハ
ウ

は
歯
車
以
外
の
分
野
で
も
生
か
せ
る
の
で
は
。

　
「
鉄
道
の
車
輪
な
ど
、
幾
何
公
差
が
重
要
な

分
野
は
他
に
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
非
歯

車
部
門
も
可
能
性
が
あ
れ
ば
広
げ
て
い
き
た
い

で
す
。
歯
車
は
表
か
ら
見
え
な
い
の
で
重
要
性

を
わ
か
っ
て
い
た
だ
く
の
が
難
し
い
の
で
す

が
、
完
成
品
を
長
く
使
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

の
大
切
さ
を
粘
り
強
く
説
明
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
」

歯
車
の
プ
ロフェッショナ
ル

�

高
精
度
な
加
工
で
機
械
の
信
頼
支
え
る

尾
崎
ギ
ヤ
ー
工
業
㈱

代
表
取
締
役

尾
崎 

一
朗
さ
ん

　
尾
崎
ギ
ヤ
ー
工
業（
中
央
区
宮
下
）は
歯
車
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
す
。
中
・
大
型
だ
け

れ
ど
１
０
０
分
の
１
ミ
リ
に
こ
だ
わ
る
高
精
度
な
歯
車
を
、
鍛
圧
機
械
や
工
作
機
械
、
医
療
機

器
、
半
導
体
製
造
装
置
等
の
産
業
機
械
向
け
に
製
作
し
て
き
ま
し
た
。
１
９
４
８
年
の
創
業
以

来
、
日
本
製
の
高
性
能
・
高
品
質
な
機
械
を
内
側
で
支
え
て
き
た「
歯
車
の
仕
事
」に
つ
い
て
、

代
表
取
締
役
の
尾
崎
一
朗
氏
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

も
、
組
み
立
て
た
他
の
部
分
と
の
関
係
に
影
響

す
る『
幾
何
公
差
』に
問
題
が
あ
る
と
機
械
は

ス
ム
ー
ズ
に
動
き
ま
せ
ん
。
工
作
機
械
の
よ
う

な
長
期
に
わ
た
っ
て
精
度
を
求
め
ら
れ
る
機
械

で
は
、幾
何
公
差
は
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
」

　
―
機
械
の
信
頼
性
を
支
え
る
の
で
す
か
ら
、

顧
客
企
業
に
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
ね
。

　
「
幾
何
公
差
ま
で
確
認
し
な
く
て
も
と
り
あ

え
ず
機
械
は
動
く
の
で
、
コ
ス
ト
の
安
い
海
外

製
な
ど
の
歯
車
を
使
わ
れ
る
お
客
様
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
差
が
出
て
く
る
の
は
10
年
、
20

年
後
だ
っ
た
り
し
ま
す
か
ら
ね
。
実
際
に
低
コ

TOP INTERVIEW



9 相模原商工会議所 会報  2024.5

業
特
区
の
指
定
を
受
け
、
14
年
に
は
相
模
原
商

工
会
議
所
を
事
務
局
に
産
学
官
金
が
協
力
し
て

「
さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
」

を
創
設
、
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
創
出
に

取
り
組
み
ま
す
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ
も
中
心
メ
ン
バ
ー
の

一
社
と
し
て
活
動
し
、
仲
間
と
の
共
同
出
資
で

ロ
ボ
ッ
ト
事
業
の
新
会
社「
ト
ラ
ン
セ
ン
ド
」

を
設
立
し
ま
し
た
。

　
■
人
手
不
足
背
景
に
需
要
増

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
採
用
さ
れ
た
物

流
向
け
仕
分
け
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
は
、
国
立

研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）の
補
助
金
事
業
と

し
て
開
発
し
ま
し
た
。
コ
ン
ビ
ニ
の
商
品
は
、

形
や
大
き
さ
、
硬
さ
・
柔
ら
か
さ
、
重
量
バ
ラ

ン
ス
が
千
差
万
別
。
商
品
を
ど
の
よ
う
に
運
ぶ

の
か
、
掴
む
の
か
、
あ
る
い
は
吸
着
さ
せ
て
運

ぶ
の
か
、
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
が
と
て
も
重
要
な
要

素
で
す
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ
で
は
得
意
の
切
削
技
術
を
活

か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
多
種
多
様
な「
ロ

ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
」を
開
発
、
ロ
ボ
ッ
ト
自
身
が

カ
メ
ラ
の
目
で
商
品
を
識
別
し
て
自
動
で
ハ
ン

ド
を
付
け
替
え
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。

　
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
ラ
イ
ン
に
６
台
の
多
関

節
ア
ー
ム
ロ
ボ
ッ
ト
を
配
置
、
ス
ト
ッ
カ
ー
の

空
き
ス
ペ
ー
ス
も
認
識
し
て
隙
間
な
く
商
品
を

詰
め
て
い
き
ま
す
。
商
品
が
一
気
に
流
れ
て
き

て
取
り
き
れ
な
い
時
に
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
分

で
判
断
し
て
コ
ン
ベ
ア
の
速
度
を
遅
く
す
る
と

い
う
気
を
利
か
せ
た
開
発
も
。

　
■
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
社
会
実
装
を

　

同
社
は
１
９
８
３
年
に「
遠
藤
製
作
所
」と

し
て
設
立
、
鋳
物
材
料
の
切
削
加
工
な
ど
を
手

掛
け
て
き
ま
し
た
。
最
新
の
工
作
機
械
・
マ
シ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
を
い
ち
早
く
導
入
す
る
な
ど
積

極
的
な
設
備
投
資
を
し
て
い
た
も
の
の
、
業
績

は
厳
し
い
状
況
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
二
代
目
の
遠
藤
社
長
は
大
手
金
融
機
関
と
そ

の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
、

98
年
に
30
歳
で
家
業
を
継
ぎ
、
立
て
直
し
に
着

手
。
付
加
価
値
の
高
い
精
密
切
削
加
工
に
シ
フ

ト
し
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
駆
動
装
置
の
部
品
な

ど
を
手
掛
け
ま
す
。
ま
た
、
金
融
の
知
識
を
活

か
し
地
域
の
工
業
団
地
の
債
権
問
題
解
決
に
貢

献
す
る
な
ど
、
中
小
製
造
業
の
改
革
に
挑
戦
し

て
き
ま
し
た
。

　

入
社
か
ら
５
年
間
は
切
削
技
術
の
向
上
に

取
り
組
み
、
そ
の
後
は
仕
事
の
流
れ
の
上
流

で
あ
る「
設
計
・
開
発
」に
事
業
を
拡
大
。

２
０
０
７
年
に
は
日
本
の
技
術
力
の
象
徴
と
な

る
よ
う
な
会
社
を
目
指
そ
う
と
い
う
思
い
を
込

め
、
社
名
を「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ　
Ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ　
ｏ
ｆ　
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
」

の
略
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
折
り
か
ら
相
模
原
市
は
国
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
産

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ（
中
央
区
田
名
）は
金
属
の
切
削
加
工
業
と
し
て
創
業
し
、
現
在
は
設
計
・
開
発
の
機

能
を
高
め
て
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
も
展
開
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
物
流
セ
ン
タ

ー
に
納
入
し
た
仕
分
け
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
は
、
お
に
ぎ
り
か
ら
牛
乳
の
パ
ッ
ク
ま
で
ラ
イ
ン

を
流
れ
る
１
０
０
０
種
類
近
い
商
品
を
識
別
し
、
店
舗
ご
と
に
必
要
な
商
品
を
指
定
の
数
量
だ

け
ス
ト
ッ
カ
ー
に
詰
め
て
い
き
ま
す
。
大
手
企
業
に
採
用
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
シ
ス
テ
ム
で
す

が
、
遠
藤
法
男
社
長
の「
わ
が
社
の
い
ち
押
し
」は
、
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く「
シ
ス
テ

ム
を
生
み
出
す
人（
全
社
員
）」だ
そ
う
で
す
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
は
自
社
の
切
削
部
品
だ

け
で
な
く
、
大
手
企
業
の
汎
用
ロ
ボ
ッ
ト
や
搬

送
機
器
、
各
種
の
セ
ン
サ
ー
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

を
集
め
て
組
み
上
げ
ま
す
。「
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
」と
呼
ば
れ
る
業

態
で
、機
械（
ハ
ー
ド
）、電
気
・
自
動
制
御（
ソ

フ
ト
）と
い
う
異
な
る
分
野
の
専
門
知
識
が
必

要
な
難
し
い
仕
事
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
業
界
で
人

手
不
足
が
深
刻
な
い
ま
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
自

動
化
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
メ
カ
、
電
気
、
制
御
、
製
造
や
組
み
立
て

に
至
る
ま
で
、
緻
密
で
心
が
こ
も
っ
て
い
る
か

ら
、
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」（
遠
藤
社
長
）と
い
い
、
だ
か
ら
こ

そ
人
材
が「
わ
が
社
の
い
ち
押
し
」な
の
で
す
。

展
示
会
に
出
展
し
た
仕
分
け
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ

ム
は
、
実
働
を
開
始
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
向
け
に
続
き
、
す
で
に
大
手
か
ら
複
数
の

引
き
合
い
が
あ
る
そ
う
で
す
。

大
手
コ
ン
ビ
ニ
が
仕
分
け
ロ
ボッ
ト
採
用

メ
カ
・
電
気
・
制
御
の
専
門
人
材
が
活
躍

Ｊ
Ｅ
Ｔ
㈱

代
表
取
締
役

遠
藤 

法
男
さ
ん

わが社のいち押し
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商工会議所の検定試験のご案内

検定試験名・回数等 施行日 申込受付期間 受験料（税込み）

簿　記

第167回 6 月 9 日㈰ 4月22日㈪～ 5月12日㈰
1級　8,800円

2 級　5,500円

3 級　3,300円

第168回 11月17日㈰ 9月30日㈪～10月20日㈰

第169回
※ 1級は施行しません

2025年
2 月23日㈰

2025年 1 月 6 日㈪～
2025年 1 月26日㈰　

珠　算

第231回 6 月23日㈰ 5月21日㈫～ 5月23日㈭
日商珠算

1 級　2,800円
2 級　2,000円
3 級　1,800円

段位認定
珠算・暗算　3,500円
珠算のみ　3,000円
暗算のみ　1,500円

第232回 11月 3 日㈰ 9月24日㈫～ 9月26日㈭

第233回 2025年 2 月 9 日㈰ 2025年 1 月 7 日㈫～
2025年 1 月 9 日㈭　

※珠算能力検定　第232回の施行日は、会場確保の関係で統一試験日の翌週日曜日となります。ご注意ください。

■上記以外の検定も実施しています。詳しくは、「日商検定」で検索してください。
問い合わせ：＜簿記・珠算について＞　相模原商工会議所　☎ 042-753-8134

　　　　　　　＜その他検定について＞　日本商工会議所　　☎ 050-5541-8600

2024年度に相模原商工会議所で実施する検定です。
お申し込み期間や会場は、右記QRコードより当所ホームページを
ご確認ください。

【IBT方式（在宅受験）】
受験日の選択、自宅や会社での受験が可能です。また、即時採点です。

【CBT方式（テストセンター）】
日時や試験会場、習熟度など、ご都合に合わせて受験できます。

検定試験名 実施級・クラス 第 1シーズン 第 2シーズン
団体登録期間 申込期間 試験期間 団体登録期間 申込期間 試験期間

カラーコーディネーター
検定試験

スタンダード
アドバンス

4/16㈫～
� 4/24㈬

5/17㈮～
� 5/28㈫

6/21㈮～
� 7/8㈪

8/27㈫～
� 9/4㈬

9/20㈮～
� 10/1㈫

10/25㈮～
� 11/11㈪

ビジネスマネジャー
検定試験 －

ビジネス実務法務
検定試験

2・3 級

1 級
※CBTのみ － － － － 11/5㈫～

� 11/12㈫ 12/8㈰

環境社会検定試験
（eco検定） －

5/14㈫～
� 5/22㈬

6/7㈮～
� 6/18㈫

7/12㈮～
� 8/1㈭

9/17㈫～
� 9/25㈬

10/11㈮～
� 10/22㈫

11/15㈮～
� 12/5㈭

福祉住環境コーディネーター
検定試験

2・3 級

1 級
※CBTのみ － － － － 11/5㈫～

� 11/12㈫ 12/15㈰

問い合わせ：東京商工会議所　☎ 050-3150-8559
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専門家に学ぶ

　日本労働組合総連合会［注１］によ
れば、今年の春季労使交渉（春闘）で
は、「平均賃金方式で賃金引き上げを
要求した3102組合（昨年同時期比488
組合増）の平均は17606円・5.85％（加
重平均）で、昨年を大きく上回った」（３
月４日時点の集計）とし、1994闘争
（5.40％）以来30年ぶりに５％を超えた
と公表した。その一方、2023年の１人
当たり賃金は物価を考慮した実質で前
年比2.5％減り、２年連続で減少した
［注２］。依然、実質賃金の伸びがマイ
ナスの状況にあり、物価上昇に賃金上
昇が追い付いていない状況が続いてい
る。物価上昇に負けない持続的な賃上
げの重要性は高まり続けている。
　このような状況下、「労働者不足は
将来的にも解決できないであろう。賃
金を上げられない企業は市場から排除
される時代に突入した」［注３］との意
見が出てきている。将来的に物価上昇
が落ち着いてくれば、現在の趨勢（す
うせい）の賃上げが再び難しい状況に
なる可能性は否定できず、企業の賃上
げを妨げる構造的な部分に政策のメス
を入れることも必要であろう。特に、
日本の従業者数の約７割を雇用する中
小企業が、賃上げの原資を確保できる
取引環境を整備し、持続的な構造的賃
上げを実現する政策を進めることが重
要となろう。この観点から、内閣官房・
公正取引委員会が中心で進める「労務
費の適切な転嫁のための価格交渉に関
する指針」（23年11月29日）は軸となる
政策である。その目的は「適切な価格
転嫁による適正な価格設定をサプラ

イチェーン全体で定着させ、物価に負
けない賃上げを行う」こととされてい
る。日本銀行がマイナス金利解除など
の金融政策正常化の条件に挙げるデフ
レ脱却、経済の好循環の実現を後押し
する意味でも重要となる。
　他方、日本の経済成長を維持する意
味でも、持続的な賃金の上昇は欠かせ
ない。これは、少子高齢化によって総
人口が減少し、それに従い労働力人口
も一定程度減少すると見込まれてお
り、ボリューム（数量）効果は低下し
ていく中で、GDPの５割以上［注４］
を占める個人消費（民間消費支出）を
増加させていく必要があるためだ。し
かし、このマイナスの影響を、一世帯
当たりの所得の増加による個人消費拡
大で補うことができるかといえば、過
去10年間を振り返ると、心もとない。
足元の世帯所得の平均（21年）は545万
7000円で、この10年間はおおむね横ば
いで推移しているからである［注５］。
その要因は、他の世帯よりも所得が低
い「高齢者世帯」（21年は318万3000円
（前年比4.4％減））の世帯全体に占める
比率が高まっているからである。さら
に、所得金額の階級別に世帯数の分布
を見ると、100万円以上400万円未満
は40.3％でボリュームゾーンとなって
おり、平均所得金額の中央値は423万
円となっている。この点においても、
持続的な賃上げは重要である。
　どの程度の賃上げが中長期的に必
要であろうか。OECD（経済協力開発
機構）は24年３月11日、00年から22年
におけるOECD加盟38か国の平均年
間賃金［注６］のデータを公表した。
日本の同賃金（自国通貨建ての実質値
［注７］）は00年を100とすると22年も
ほぼ100で変化はない（金額ベースで
は451万円から452万円への変化）。ほ
かの主要先進国では22年に米国127、
カナダ127、英国120、フランス121と、
過去20年で約２割程度上昇している。
日本では、約30年後の2056年には総
人口が、現在（20年）の1.2億人から
１億人へと約２割程度減少する見込み
である［注８］。政策にもよるが、この
総人口の減少とともに労働力人口が減

少していく可能性が高いため、経済成
長を今の水準に維持するためには、20
年間変化のない年間賃金を前記先進国
並みに、今後10年で最低でも２割から
３割上昇させる必要があるのではなか
ろうか。この意味でも、企業の持続的
な構造的賃上げを実現することは必須
となってくる。同時に、個々の企業は、
先述の政策以上に生産性を向上させる
経営努力が欠かせないことは言うまで
もない。将来的には、日本の全ての個々
の企業による不断の経営努力が、しっ
かりと経済成長に寄与する経済構造に
することこそ、持続的な経済成長を実
現する上で最も重要であろう。

［注１］�「1994闘争以来30年ぶりに要求が５％超える～
2024春季生活闘争 要求集計結果について～」（24
年３月７日）https://www.jtuc-rengo.or.jp/activity/
roudou/shuntou/2024/yokyu_kaito/yokyu/press.
pdf?8757

［注２］�厚生労働省「2023年毎月勤労統計調査（速報、従業
員５人以上の事業所）」24年２月６日

［注３］�ものづくり産業労働組合安河内賢弘会長（Financial 
Times "Japanese workers secure biggest pay 
rise in three decades," MARCH 13 2024； https://
www.ft.com/content/4dded4bb-a608-4f9a-9f54-
e6af47caef8f（筆者訳）

［注４］�内閣府「2023年10－12月期・２次速報（2024（令和６）
年３月11日公表）」では、名目GDPベースで54％、
実質GDPベースで53％。

［注５］厚生労働省の22年「国民生活基礎調査」。
［注６］�Average Annual Wages：雇用者に支払われる賃金

の総額を、雇用者数の合計人数で割った数字。フ
ルタイム雇用者だけではなくパートタイム雇用者
もフルタイムで働いたとして含まれる。

［注７］�物価の変動による影響を除外した、数量的な変化
を推定した数値。平均給与（実質値）＝平均給与（名
目値）÷物価指数で計算。その物価の変動分だけ割
り引いて、同じ金額で買える物の数量がどれだけ
変化したのかを表そうと試みるのが実質値。

［注８］�23年４月に国立社会保障・人口問題研究所が公表
した「日本の将来推計人口」における出生中位（死
亡中位）推計。https://www.ipss.go.jp/pp-zenkoku/
j/zenkoku2023/pp_zenkoku2023.asp

株式会社大和総研
金融調査部　主席研究員

内野 逸勢
「物価上昇に負けない
� 持続的な賃上げの必要性」

内野　逸勢／うちの・はやなり
　静岡県出身。1990年慶応義塾大学法学
部卒業。大和総研入社。企業調査部、経営
コンサルティング部、大蔵省財政金融研究
所（1998～2000年）出向などを経て現職（金
融調査部　主席研究員）。専門は金融・資
本市場、金融機関経営、地域経済、グロー
バルガバナンスなど。主な著書・論文に『地
銀の次世代ビジネスモデル』2020年５月、
共著（主著）、『FinTechと金融の未来～ 10
年後に価値のある金融ビジネスとは何か？
～』2018年４月、共著（主著）、『JAL再生　
高収益企業への転換』日本経済新聞出版、
2013年１月、共著。IAASB CAG（国際監査・
保証基準審議会　諮問・助言グループ）委
員（2005 ～ 2014年）。日本証券経済研究所
「証券業界とフィンテックに関する研究会」
（2017年）。

※
執
筆
者
と
の
契
約
に
よ
り
、
紙
媒
体
で
の
掲
載
に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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相談内容 日　　時 場所

法律相談
弁護士による相談

5/17㈮・5/24㈮・6/7㈮
13:00～16:00

本所

税務・経理相談
税理士による相談

5/13㈪・5/16㈭・5/20㈪・
6/3㈪・6/6㈭・6/10㈪
13:00～16:00 �※ご予約は☎042-759-0046まで

本所

労務相談
社会保険労務士による相談

5/14㈫・6/11㈫
13:00～16:00

本所

発明相談
神奈川県知財総合支援窓口
相談員による相談

6/13㈭
13:00～16:00

本所

健康相談
産業医・保健師による相談
対象：�従業員数50人未満の

事業場

産業医：5/16㈭午後
保健師：6/12㈬
※�詳細・ご相談・申し込みは相模原地域産業保健

センター☎042-707-4225まで

本所

その他各種相談 ※�経営全般、IT相談、経営安定相談等の各
種相談も承っております。 本所

相談内容 日　　時 場所

創業・経営革新相談
中小企業診断士による相談

5/21㈫・5/23㈭・6/6㈭・6/12㈬
10:00～12:00･13:00～16:00

本所

5/16㈭
10:00～12:00･13:00～16:00

南支所

事業承継相談
事業承継・引継ぎ支援セン
ターコーディネーターによ
る相談

申込時に日程調整のうえ実施 本所

許認可相談
行政書士による相談

6/21㈮
13:00～16:00　※隔月にて実施

本所

受発注相談
神奈川産業振興センター相
談員による相談

6/12㈬
13:00～16:00

本所

メンタルヘルス相談
（職場環境対策）
公認心理師
精神保健福祉士による相談

6/12㈬
13:00～16:00
※ご予約は総務課☎042-753-8131まで

本所

～お気軽にご相談ください～
窓口相談のご案内

無
料

年間日程については当所ホームページをご覧下さい。

ご　予　約
問い合わせ：経営支援課
☎ 042-753-8135

ご予約はHP（一部電話のみ）
より承ります。

～
夢
と
未
来
に
向
け
て
～

か
な
が
わ
の
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

神
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用
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会
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�
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新
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り
増
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済
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。

伴
走
支
援
型
特
別
保
証

●
保
証
期
間
は
最
長
10
年

●�

県
制
度
の
信
用
保
証
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拡
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ま
し
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●�

一
定
要
件
の
も
と
、
経
営
者
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証
を
不

要
と
す
る
取
扱
い
も
可
能
で
す

【
お
申
込
み
受
付
】

　

令
和
６
年
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月
28
日
ま
で

　

詳
し
い
制
度
内
容
は
、
当
協
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ペ
ー
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い
。

▽�
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 【
問
い
合
わ
せ
】

　

相
模
原
支
店

　
　

☎
０
４
２
－
７
５
２
－
０
５
７
５

�
https://www.cgc-kanagawa.or.jp

当協会ホームページは
こちら

＼経営に役立つ情報を発信／
LINE友だち募集中
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掲載無料 会員PRコーナー 貴社の自慢の商品・
サービスをPR　

PR本文は掲載者からいただいた原文のまま掲載をしています。

掲載事業所 募集中！ 当所会員事業所１会員につき「１年に１回」の掲載となります
問い合わせ先  総務課　 TEL  042-753-8131

お仏壇のセレモア相模原本店は、ワンフロア 80 坪に、
お仏壇 130 本以上の豊富な品揃え。
お客様のライフスタイルに合ったお仏壇が、きっと見つ
かります。
又、新設されたアウトレットコーナーには、60％を超え
る割引の仏壇も多数展示中。
驚きの価格を、是非ご自身で体感して下さい。
【お盆の準備はお早めに】
相模原本店では、
お盆 用 品を５月
中旬よりご用意
し、皆様のご来店
をお待ちしてお
ります。

㈱セレモア　お仏壇のセレモア相模原本店
〒252-0237 相模原市中央区千代田2–1–18
TEL 042–752–1121
E-mail sagamiharahonten@ceremore.co.jp

神奈川最大級の仏壇ショールーム
仏壇から線香まで豊富な品揃え

アオキビズ（AOKIBIZ）はＡ（最初）からＺ（最後）まで
お客様との仕事に対して、誠実に責任を持って取り組
みます。WEB サイトの制作・運用・管理や集客対策

（SEO 対策・リスティング運用代行）まで幅広く対応を
しております。SNSの運用や集客対策もお気軽にご相
談ください。WEB・SNS を中心に一人一人のお客様
はもちろん、地域や社会に貢献できるよう仕事に取り
組んでまいります。

アオキビズ
〒252-0221 相模原市中央区高根2–12–10 
TEL 080–4008–3670
E-mail hp@aokibiz.com

ＡからＺまで誠実に責任を持って
御社のビジネスをサポートします

家族、親戚のだんらんの時間、ふと、「ご先祖様はいっ
たいどんな人だったんだろう？」と考えたことはありませ
んか？ここ数年「家系図を作成したい」というご依頼が増
えています。当社は家系図作成の専門家である行政書
士と連携して、ガイド役となり、あなたを “家族のルーツ”
を探す旅にお連れします。お気軽にご連絡下さい。

合同会社キャリアコンサル
〒252-0234 本　社：相模原市中央区共和4丁目16番5号　　　　　　

事業所：相模原市中央区富士見1–5–2
三愛ビル相模原2階（ふじみ合同法務事務所内）

TEL 090–4715–7189　　E-mail s500428ss@gmail.com

家系図作成のご案内
～“家族のルーツ”を探す旅に出よう～

「人の幸せをカタチづくる」というコンセプトのもと、高濃
度水素酸素吸入器の販売を通じて、皆様の美容と健康に
一躍担いたいと考えております。
まだまだ認知度が低く、色々な噂が広まっている水素ガ
スですが、だからこそ、正しい情報をお伝えするのが我々
の使命だと考えています。

「アレルギーを予防できる？」「美白になる？」「なんで健康
に良いの？」等
様々な疑問に
お答えしますの
で、弊社までお
気軽にご相談
ください。

FuturePlanning合同会社
〒252-0231 相模原市中央区相模原2–13–2 服部相模原ビル505
TEL 080–5090–3053
E-mail t.ijitsu@fp-llc.jp

水素ガス・・・
怪しくない？ 吸ったらどうなるの？
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商工会館空室情報 ５ 月 １ 日
現　 在

★敷金・礼金無料！セキュリティ機能搭載貸室★
ご内見お待ちしております。

貸　室 面積（㎡）

本館 ２ 階 38.8/39.6

※�賃料等詳細につきましては下記までお問い合わせください。また、業
種等の条件により入居をお断りさせていただく場合がございます。 
予めご了承ください。� 本件担当：総務課　☎ 042-753-8131

【労働保険のお知らせ】
令和６年度・労働保険（労災保険・雇用保険）の年度更新
期間は、６月３日㈪～７月10日㈬ です。

≪年度更新申告書は、５月末頃に発送予定です≫
正しい申告のために・・・早目にご準備を。
　　　　　　詳しい内容はこちらから　⇒

労働保険の申請は便利な電子申請で！
　⇒「労働保険の電子申請」にて検索

お問い合わせ
神奈川労働局 総務部 労働保険徴収課　☎ 045-650-2803

会員募集中
伊藤典範 共済会

イフ

if

1万円の入会金で一生涯保障

0120-42-9039もしも
の時は

安心のネットワーク
全葬連加盟店

深夜でも休日でも、24時間承っております。

伊藤典範 検索
〒252-0344 相模原市南区古淵5-27-1

白雲殿・紫雲殿・コミュニティホール 式場使用料
無　　料
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【
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【
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７
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第22回
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※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

会員数 4,525件（2024年3月29日現在）
（2024年2月28日～2024年3月29日）新入会員紹介

部　会 事業所名 代表者名 住所 電話番号 事業内容

工 業 ㈱　サカイアゼットロジ 筒井 ひろみ 中央区田名１９１０-６ 042-763-3322 梱包発送、一般貨物

不 動 産 業 ㈱　リ ア ル ト ラ イ 上村　公一
中央区相模原２-１３-２
服部相模原ビル５０１

042-816-2932
不動産売買、不動産仲介、買
収事業

代表理事　山 本 博 之
相模原市印刷広告協同組合

印刷・広告に関する事はどんなことでもご相談ください
〒252-0239 神奈川県相模原市中央区中央3-7-5
TEL 042-776-6100　　FAX 042-776-5656
http://www.soin.or.jp

官公需適格組合

　平素から当所の事業運営などにつきまして、格別
のご支援、ご協力を賜るとともに、毎年、当所会費
をご納入いただき厚くお礼申し上げます。
　この度、貴社（店）にご負担いただきます令和６年
度商工会議所年会費の「口座振替日」および「振込期
限日」は右記の日程のとおりとなりますので、今一
度ご確認いただきますようお願い申し上げます。
また書面にて６月上旬頃に改めてお知らせさせて
頂きます。
　なお、会費のご納入に便利な口座振替を推奨して
おりますので、ぜひご登録ください。変更手続きは
総務課までご連絡ください。
　会員の皆様方におかれましては、期限までにご納
入賜りますよう、よろしくお願いいたします。
　詳細は担当課までお問い合わせください。

※�お振込から口座振替への登録変更は次年度からの適用と
なりますので、ご留意ください。
※�年会費は消費税の課税対象外となりますので、消費税は
かかりません。なお、仕入税額控除を目的とした「適格
請求書（インボイス）」は発行いたしませんのでご了承く
ださい。

商　工
会議所会費納入についてのご案内令　和

６年度

●口座振替の登録を
　いただいている事業所様は

●口座振替の登録を
　いただいていない事業所様は

口座振替日

6月17日（月）
お振込期限

6月28日（金）

相模原商工会議所　年会費負担早見表
従業員数（人） 口　数 会　費
０～３人 １口 12,000円
４～６人 ２口 17,000円
７～10人 ３口 22,000円

… … …

従業員数や代表者名にご変更などありませんか？
今一度ご確認をお願いいたします！
� 担当：総務課　☎042-753-8131
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※日本商工会議所が包括加入者となって損害保険会社と契約し、各地商工会議所の協力のもと運営していることから「商工会議所会員のみ」ご加入いただけます。
※割引率は引受保険会社によって異なります。

ビジネス
総合保険制度

補償の
重複がない!

●
ご契約手続きを
一本化!
●

低廉な保険料!

従来の
保険契約

モレやダブリが
ないか不安
●

ご契約手続きが
保険ごとに必要

●
保険料がかさむ

財産補償

施設賠償責任保険 動産総合
保険

機械保険

工
事
保
険

休業補償

PL保険

ビジネス総合保険制度ならモレやダブリなく、1つにまとめて補償します!

最大約33%OFF

会員事業者を取り巻く様々な事業活動リスクからお守りします。
「ビジネス総合保険制度」にぜひご加入ください！

商工会議所の団体保険制度は、全国商工会議所のスケール
メリットにより、低廉な保険料でご加入いただけます。

スッキリ!

引受保険会社や取扱保険商品は商工会議所によって異なります。保険名称、補償内容、対象業種は引受保険会社によって異なります。このご案内は概要を紹介したものです。ご加入にあたっては、必ず各保険会社の「パンフレット」や「重要事項説明書」をよくお読みください。詳細は契約者である団体の
代表者の方にお渡ししてある保険約款によりますが、ご不明な点がある場合には、お近くの保険代理店、引受保険会社または最寄の商工会議所までお問合せください。商工会議所会員のみ、商工会議所保険制度（団体割引適用）にご加入いただけます。本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の
事務管理を行う有限会社石垣サービス（パートナーシップ構築宣言企業）が日本商工会議所の経営協力により作成したものです。商工会議所では、このほかにも各種共済制度を取り扱っております。また、商工会議所によっては一部の保険制度・特約を取扱っていない場合もあります。詳しくはお近くの商
工会議所にお問合せください。

特徴1 全国商工会議所のスケールメリットによる割安な保険料水準

特徴2 会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・ダブリを解消し、一本化してご加入

特徴3 賠償責任（生産物、リコール、情報漏えい、サイバー、施設・事業活動遂行等）のリスクを総合的に補償

特徴4 事故（火災、風災、水災、雪災等）により生じた、休業損失を補償

特徴5 サイバー攻撃の激化や攻撃手段の高度化を踏まえ、サイバーリスクも補償

本制度のここが特徴

引受保険会社 東京海上日動火災保険株式会社
[事業活動包括保険]

お問合せ先日本商工会議所制 度 運 営 https://www.ishigakiservice.jp商工会議所の
保険制度ＨＰ

大同火災海上保険株式会社
［賠責総合保険］

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
［タフビズ賠償総合保険、タフビズ建設業総合保険］

三井住友海上火災保険株式会社
［企業総合賠償責任保険、建設業総合賠償責任保険］

損害保険ジャパン株式会社
[事業活動総合保険]

ビジネス総合保険制度
全国商工会議所

相模原商工会議所　TEL：042-753-8134


